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こ
の
度
、
農
業
委
員
会
の
臨
時
総
会
に

お
い
て
会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
光
輪
龍
雄
で
す
。

　

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
原
油
価
格

の
高
騰
に
よ
る
資
器
材
の
値
上
が
り
や
後

継
者
問
題
、
食
品
偽
装
に
端
を
発
し
た
食

の
安
全
の
問
題
な
ど
、
先
行
き
が
不
透
明

な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
内
の
食
料
自
給
率
は
39
％

と
先
進
国
の
中
で
は
最
も
低
く
、
農
業
の

重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

豊
田
市
農
業
委
員
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
市
内
の
農
業
の
発
展
の
為
、
担
い
手

の
育
成
と
農
地
の
保
全
を
目
指
し
、
47
人

の
委
員
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委員が決まりました 担
い
手
の
育
成
と
農
地
の
保
全
を

豊田市農業委員会
会長  光輪龍雄
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

９
／
19　

現
地
調
査
（
３
班
）
実
施

９
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

10
／
24　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

11
／
20　

現
地
調
査
（
４
班
）
実
施

11
／
28　

総
会
・
農
地
部
会
・
新
規
就

農
者
事
前
審
査
会
開
催

12
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
・
新
規
就

農
者
事
前
審
査
会
・
愛
知
県

農
業
会
議
事
務
局
長
と
の
意

見
交
換
会
開
催

＊
平
成
20
年

１
／
22　

現
地
調
査
（
１
班
）
実
施

１
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

２
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

３
／
19　

現
地
調
査
（
２
班
）
実
施

３
／
24　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

４
／
28　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

５
／
28　

総
会
・
農
地
部
会
・
新
規
就

農
者
事
前
審
査
会
開
催

６
／
２　

現
地
調
査
（
３
班
）
実
施

６
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

７
／
22　

臨
時
総
会
開
催

７
／
28　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

８
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

※

農
政
部
会
は
随
時
開
催

農
業
委
員
会
の
歩
み

委
員

荒井町 山中町 宮上町

福受町成合町田籾町上丘町

綾渡町 秋葉町 西岡町 怒田沢町

保見町常盤町舞木町綾渡町

井上町 清水町 小原田代町

奥村八千子 那 須 良 弘 永 田 昭 一

岡 田 善 明森 　 昭 二武 田 明 浩杉 本 　 久

寄 田 種 子 高木キヨ子 近 藤 光 良 加 納 一 範

横 粂 　 鈞岡 田 　 錞森 　 和 子原 田 鈔 治

三 宅 宏 始 窪 田 清 一 枡 岡 正 勝

農
政
部
会
長
職
務
代
理



農業委員統一選挙後の新しい農業

　
　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

　

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る

た
め
、
今
年
度
も
農
業
委
員
に
よ
る
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
を

基
に
、
遊
休
農
地
等
の
解
消
を
図
る
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
土
地
所
有
者
の

皆
様
も
自
主
保
全
管
理
等
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
た
め
に

は
、
農
地
法
上
の
許
可
申
請
（
市
街
化
区

域
内
に
つ
い
て
は
届
出
）
が
必
要
で
す
。

資
材
置
場
や
土
石
採
取
な
ど
の
一
時
的
な

転
用
で
も
許
可
申
請
（
届
出
）
が
必
要
で

す
。
無
断
で
転
用
さ
れ
ま
す
と
罰
則
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
（
℡
34
│
６
６
３
９
）。

農
地
を
守
ろ
う
！

無
断
転
用
を
無
く
そ
う

役
員

樹木町 中町 花沢町 中垣内町 渡刈町

大清水町黒坂町若林西町滝脇町黒田町西中山町

駒場町 本徳町 御立町 桝塚東町 下国谷町 上切町

平和町水間町和会町中根町押井町畝部東町

田振町 東梅坪町 木瀬町 押山町 西細田町 栃ノ沢町

光 輪 龍 雄 都 築 猶 之 中 根 清 茂 宇 野 金 造 藤 井 捨 和

細 井 久 男荻 野 正 昭安 田 稔 生中 根 富 文　 原 克 己中 村 正 寿

花 井 靖 雄 山 田 静 男 中 根 健 詞 有 我 康 和 　 橋 　 鎭 二本松　讓

西 山 修 美黒 野 吉 明谷 澤 秀 夫加 藤 宏 行後 藤 鋤 雄石 川 新 一

加 藤 清 隆 水 野 勝 彌 山 内 昭 一 塚 田 光 生 土 屋 鎬 示 鈴 木 　 博

会　

長

会
長
職
務
代
理

農
地
部
会
長

農
政
部
会
長

農
地
部
会
長
職
務
代
理



　

豊
田
市
は
、
昨
年
度
に
農
業
・
農
村
の

持
つ
本
来
的
機
能
で
あ
る
食
料
供
給
と
環

境
へ
の
貢
献
、
地
域
社
会
の
形
成
・
維
持

な
ど
を
目
的
に
「
第
２
次
豊
田
市
農
業
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
７
次
豊
田
市
総
合
計
画
で
は
将
来
都

市
像
を
「
人
が
輝
き　

環
境
に
や
さ
し
く

　

躍
進
す
る
ま
ち
と
よ
た
」
と
し
、
農
業

基
本
計
画
で
は
農
業
の
将
来
像
を
「
市
民

が
守
り
育
て
る
『
と
よ
た
の
農
』」
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
目
標
は
４
項
目
（
左
表
）
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
値
を
設
定
し
て
各
種
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
計
画
の
期
間

は
、
平
成
28
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

　

な
お
、
諸
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
５
年
後
の
平
成
23
年
度
を
め
ど
に
施

策
計
画
の
見
直
し
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

豊
田
市
農
政
課
で
は
、
計
画
の
概
要
版

等
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に

つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
概
要
版
の
配
布
は

無
料
で
す
。

▼
問
合
せ　

豊
田
市
農
政
課

　
　
　
　
　
（
℡
34
│
６
６
４
０
）

将
来
像
は
”市
民
が
守
り
育
て
る『
と
よ
た
の
農
』“

第
２
次
豊
田
市
農
業
基
本
計
画
を
策
定

第２次豊田市農業基本計画の基本目標

市
民
が
守
り
育
て
る『
と
よ
た
の
農
』

●学校給食、直売所・市場出荷など市民に新鮮
で安全な農作物を供給する仕組みをつくり、生
産意欲の向上による農業の振興を図ります。

●市内産農産物の消費拡大を図るために、産地
直売などを通じて生産者と消費者が顔の見え
る関係をつくり、農業者と市民の農業及び食へ
の相互理解を図ります。

目標１ 地産地食の推進

●大消費地近郊の平地農業や中山間地域農業
など、それぞれの地域特性を生かした産業型
農業の振興を図ります。

●輸出や直売など新たな販路の確保とブランド
化を推進し、消費者ニーズをとらえた農産物の
生産を進めます。

●次代を担う就農者の確保・育成を進めるとと
もに、生きがい型農業者や援農者を育成する
など、多様な担い手づくりを支援します。

目標２ 多彩でたくましい農業の振興

●農業・農地が持つ多面的機能の維持・増進
に向け、環境保全型農業の拡大を図るととも
に、地域ぐるみでの環境保全活動を推進し、農
業を通じた地域環境の保全を図ります。

目標３ 農業を通じた地域環境の保全

●農山村の多彩な地域資源を地域の創意工夫に
より生かして、農を生かしたむらづくりや都市と
の交流を活発化させることにより、地域活力の
向上を図ります。

●農業・農地が持つ多面的機能の保全と生活
関連施設の整備・充実を図ることにより、魅
力ある農山村づくりを推進します。

目標４ 都市と農山村の共生

獣害対策支援制度を充実しました
　近年、中山間地域において農業を営む上で支障になっているのが野生獣類による被害です。
　今年度からさらに獣害対策支援制度を充実しました。
①緊急野生獣類被害防止対策事業【新規】
　地域ぐるみで効果的な対策をする場合に資材費の 9/10 を補助します。
②狩猟免許取得支援事業【新規】
③野生獣類被害防止対策事業【継続】
　個人又は 3名以上の団体を対象に、防護柵等の資材費を補助します。
　※いずれも条件等がありますので、詳しくはお尋ねください。
■問合せ　豊田市農政課農村振興担当（TEL34－6640）



　

豊
田
市
の
農
事
組
合
法
人
「
桝
塚
会
」

が
第
37
回
日
本
農
業
賞
大
賞
（
個
別
経
営

の
部
）に
輝
き
、３
月
22
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
受
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
意
欲
的
に
経
営
や
技
術
の

改
善
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
個
別
経
営
や
集
団
組
織
を
対
象
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
豊
田
市
内
で
は
過
去

に
農
事
組
合
法
人
「
若
竹
」
が
平
成
４
年

に
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
18
日
に
は
、
ホ
テ
ル
豊
田
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
桝
塚
会
の
受
賞
祝
賀
会
が
開
か

れ
、
各
界
の
方
々
が
ご
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
桝
塚
会
の
有
我
淳
子
委
員

は
、次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
私
の
住
む
豊
田
市
南
部
の
上
郷
地
区

の
田
ん
ぼ
は
ほ
場
整
備
が
進
み
、
肥
沃
な

土
壌
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
、ブ
ロ
ッ
ク
・

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
集
団
転
作
を
地

域
の
農
家
の
皆
様
が
協
力
し
て
く
だ
さ

り
、
そ
の
お
か
げ
で
品
質
の
良
い
米
、
麦
、

大
豆
が
生
産
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
は
、
自
然
相
手
で
天
候
に
左
右
さ

れ
、
自
分
の
努
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な

い
こ
と
も
多
く
、
心
労
の
多
い
職
業
だ
と

思
い
ま
す
。
私
達
桝
塚
会
も
発
足
し
て
18

年
で
す
。重
労
働
は
身
体
に
応
え
ま
す
が
、

農
業
が
好
き
で
す
し
、
健
康
で
動
け
る
こ

と
を
感
謝
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
安
心
・

安
全
・
信
頼
の
お
け
る
作
物
作
り
に
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
す
。」

　

坂
上
町
で
平
成
17
年
か

ら
新
規
就
農
さ
れ
た
「
松

本
自
然
農
園
」
の
松
本
直

之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

松
本
自
然
農
園
と
い
う
屋
号
を
か
か
げ

て
新
規
就
農
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
松

本
直
之
で
す
。
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で

野
菜
を
生
産
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
生

産
す
る
だ
け
で
な
く
、

営
業
・
経
理
・
流
通
・

販
売
ま
で
を
全
て
私
一

人
で
こ
な
し
て
い
る
た

め
、
農
業
と
は
何
と
大

変
な
職
業
な
ん
だ
ろ
う

と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
と
は
い
え
、家
、

農
地
、
経
験
、
資
金
、

人
脈
が
全
て
無
い
状
況

で
飛
び
込
ん
だ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
て

就
農
４
年
目
を
迎
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
の
は

自
分
に
合
っ
て
い
る
職
業
な
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

私
の
事
業
の
特
徴
は
、
消
費
者
へ
の
直

接
販
売
で
す
。
季
節
に
沿
っ
た
旬
の
野
菜

を
年
間
で
50
品
目
ほ
ど
栽
培
し
、
野
菜
を

詰
め
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
に
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。
こ
の
方
法
で
す
と
、
お
客
様
の

反
応
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
て
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
け
ま
す
し
、

流
通
販
売
に
関
し
て
仲
介
手
数
料
が
か
か

ら
な
い
の
で
、
利
益
率
の
高
い
経
営
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
の
よ
う
に
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で

生
産
す
る
新
規
就
農
者
が
抱
え
る
共
通
の

悩
み
は
、「
販
売
先
の
確
保
が
上
手
く
い

か
な
い
」
こ
と
の
よ
う
で
す
か
ら
、
い
か

に
し
て
販
路
を
見
つ
け
て
い
く
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
は
有
機
農
業
が
抱
え
る
大

き
な
課
題
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
、

そ
の
解
決
先
の
答
え
の
一
つ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
に
あ
る
と

考
え
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
受
注
の
ほ

と
ん
ど
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
入
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
販
路
確
保
・
拡
大

に
少
な
か
ら
ず
効
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
実
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
経
験
が
浅

く
自
分
の
こ
と
で
精
一

杯
で
す
が
、
今
後
意
欲
を
持
っ
て
新
た
に

入
っ
て
く
る
新
規
就
農
者
に
対
し
て
何
か

出
来
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う

想
い
は
あ
り
ま
す
。
野
菜
栽
培
に
関
し
て

は
素
人
に
毛
が
生
え
た
程
度
の
私
で
す
か

ら
、
栽
培
技
術
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う

よ
り
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
中
心
に
広
め
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。（
取
材
／
原
田
正
嗣
委
員
）



食
の
危
機

中
根
清
茂
委
員（
花
沢
町
）

　

食
文
化
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
日

本
の
農
業
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る

昨
今
で
す
が
、
四
川
大
地
震
の
影
で
忘

れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
ギ
ョ
ウ
ザ

事
件
は
、
日
本
の
食
卓
が
い
か
に
、
中

国
を
始
め
と
す
る
諸
外
国
に
依
存
し
て

い
る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
事
案
で

す
。
輸
入
の
量
的
な
問
題
も
去
る
こ
と

な
が
ら
、
食
料
の
危
機
が
こ
ん
な
角
度

か
ら
も
忍
び
寄
っ
て
い
る
こ
と
に
、
私

た
ち
は
ど
う
防
衛
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
巡
ら

せ
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
３
年
ほ
ど
前

に
上
海
で
買
い
求
め
た
お
茶
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

団
体
旅
行
で
上
海
を
訪
れ
た
私
た
ち

は
茶
葉
店
に
通
さ
れ
、
肝
臓
に
大
変
良

い
と
「
一
番
茶
」
と
い
う
も
の
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
体
に
良
い
な
ら
と
購
入

し
、
帰
国
後
、
２
週
間
ほ
ど
飲
み
続
け

た
と
こ
ろ
で
身
体
に
原
因
不
明
な
赤
い

発
疹
が
出
ま
し
た
。
驚
い
て
皮
膚
科
へ

飛
び
込
ん
だ
の
で
す
が
、
医
師
は
開
口

一
番
「
こ
れ
は
自
然
界
で
作
ら
れ
た
物

質
で
は
な
く
、
人
工
的
に
作
ら
れ
た
物

質
、
つ
ま
り
農
薬
に
よ
る
薬
害
で
す
。

原
因
と
思
わ
れ
る
も
の
を
と
め
て
、
服

薬
す
れ
ば
20
日
間
程
度
で
治
り
ま
す
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
一
番
に
思
い
立
っ

た｢
一
番
茶｣

の
飲
用
を
止
め
、
祈
る
思

い
で
薬
を
飲
み
ま
し
た
。
予
想
通
り
20

日
程
で
全
治
し
た
と
い
う
本
当
に
私
が

体
験
し
た
事
実
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
豊
田
市
内
で
も
、
耕
作
放

棄
地
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
特
に
中
山

間
地
で
は
、
高
齢
化
と
共
に
一
層
深
刻

に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
残
念
な
が
ら
明

ら
か
で
す
。農
地
の
保
全
と
食
の
安
全
・

安
心
は
、
い
つ
、
何
が
き
っ
か
け
で
危

機
に
陥
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
明
日
突

然
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
不
安
を

煽
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
オ
イ

ル
、
鉄
、…

…

で
は
、
そ
の
次
は
？

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
不
安
に
駆
ら

れ
る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
他

人
事
の
よ
う
に
思
え
て
も
、
す
ぐ
そ
こ

に
、
危
機
の
種
は
転
が
っ
て
い
る
の
で

す
。

お
知
ら
せ★ほ場整備未整備地区は標準額なし

水田（10a 以上）

水田（10a 未満）

畑（10a 以上）

１２，０００円

５，０００円

７，５００円

標準小作料

　7月15日から次の表のと
おり改正されました。

旧豊田市

同上（農業振興地域）

旧藤岡町

旧小原村・足助町

旧下山村

旧旭町・稲武町

地　　域 面積

30a

10a

30a

20a

40a

20a


